








要約:東北大学小児科で管理中の小児期発症インスリン依存性糖尿病患児の内過去 10 間に

発症した患児について現状の解析を行なった。総数は 23 歳から 3歳まで 23 名であり、罹

病期間は 9 年 9 ヶ月から 5 ヶ月の間に分布していた。無症候性に尿糖により発見された 5

例も含まれている。すべての症例においてペン型注射器が使用されており、自己血糖の測

定も行なわれているが、日常生活の不規則な数人において HbAlc が 10%以上となっており

今後の課題と言える。合併症は殆ど見られていない。我々の行なっているサマーキャンプ

その他の行事についても述べる。


